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人口 214，885人
世帯 65，883t堂帯

(56年 3J'l1臼現在501E勢調査調鐙〉

市
長
を
変
え
て
弱
祭
度
予
舞
の
勉
強
金
者
醐
聞
く
市
政
壱
ニ
タ
!
の
み
な
さ
ん

ル
事
業
の
一
一
年
目
白
事
業
簡
を
許
上
、

新
た
に
、
笠
置
駒
山
川
荷
対
構
事
業
の
助

成
措
盤
が
行
わ
れ
ま
す
。

産
業
経
摂
諌
境
づ
く
わ
白
主
な
事
業

費
総
領
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、
十
二
慰
八
千
六
百
六
十
九

万
田
中
寸
内
と
な
り
ま
す
。

三
月
定
例
市
議
会
己
、
間
和
五
L
1
六
年
度
の
市
域
内
一
般
会
計
ほ
か
科
予
算
案
が
可
決
セ
し
れ
、
新
日
成
は

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ζ
の
予
算
編
成
仁
当
た
っ
て
は
、
第
二
次
総
合
尚
売
計
部
二
年
目
白
今
釘
を
、
計

画
推
滋
展
開
の
年
と
す
る
た
J

的
、
当
初
予
算
百
点
の
結
概
川
川
町
長
換
で
臨
ん
だ
こ
と
が
式
ぎ
な
特
徴
と
い
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ま
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。
ま
た
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日
系
金
制
度
や
池
域
情
動
梶
山
中
一
口
見
持
金
制
度
を
は
じ
め
、
各
鮪
の
制
度
を
勤
し
く
発

足
吉
せ
、
教
肖
、
文
化
な
ど
の
施
設
溜
の
充
実
と
合
わ
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、
人
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性
あ
ふ
れ
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市
民
主
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の
地
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づ
く
り
へ

向
け
て
、
細
か
な
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
ま
す
。
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-栄養士 ……1名
・家庭奉仕員。..1名

く〉資絡・栄養士学校教育法による

短期大学以上田課程昔、昭和55年 3
月以降車業し、常聾士白賓格を有す

るもの。

・需庭事仕島仁労務職〉 昭和56年
5月 1日現在、満37語以下の女子。

。試験日 4月23日〈木〉

。申し込み 4月218までに所定の

受験申込事仁職間諜にある〉を職員

課仁電話23-1111内輯321)へ。

職員の
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アンケートの結果
E務実rn且酔主〉

o霊友旗で話し合ったことは

あると符えた人 98.4押
ないと答えた人 1.6帯

。話し合いの内容について

漉難場所と方自、 78.7骨
此の始 末 91. 8舟
持ち出すもの 60.7舟
貴ねと歌料λK 72.1持

家族との連結 36.1骨
く〉災害撞i自の曹請には
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11.2骨

驚
少
年
課
お

i
一
一
一
一
内
線
五
六

0

0
腎
少
年
咽
相
談
毎
H

口〈
9
時
1
認
酔
初
分
〉

た
だ
し
、
土
曜
吾
は
ロ
時
ま
で

福
祉
会
抽
出
お

i
ニ
三
五
三

。
心
恕
」
と
拐
談
毎
週
月
曜
日
ハ
第
五
を
珍
ふ
日
時
1
お
蒋

O
母
子
相
談
毎
週
月
i
金
閣
H

口
9
時
i
お
時
初
分

。
遂
底
究
蜜
栂
摂
能
濃
月
i
金
瞳
日
9
時
1
日同時

。
高
齢
審
戦
襲
相
銭
毎
日
9
時
泊
分
I
M
m時

土
璃
口
山
は
ね
時
ま
で

巣
市
合
関
根
談

4
月
副
首
(
金
〉

お
陣
5苅
両
町

平
塚
駅
北
ば
交
番
前
パ
ス
田
中
立
相
談
者
受
ぜ
『

146 



消防職員の募集

。職穣消防士 e …宏子名

。重量絡 む昭和32配 4月 2訂以降に生

まれた健麗な明子で、学校教育法によ

る大学、短期大学、高等学校を55配 3

Rι 陣卒業した方。

②市内居住者または採用能市内に居住

できる方。ただし、隣接市悶Jで通勤可

能な方はζ の限り古はない。

@身長160c旬以上、{体重55kg以とおよ

び胸間80個以一との方@

4H20臼7J>ら30日までに

マ
・
一
一
一
芳
定
例
市
議
会
が
三
月
一
一
お
か
ら
二
十
五
日
ま
で
四
日
品
閣
で
閉
聞
か
れ
、
昭
和
五
す
六
年
度
白
予
算
が
決
ま
っ
た
〈
一
部
支
紹
介
の
と
〈
」

マ
す
〉
。
特
に
今
年
度
は
、
来
年
四
月
一
日
が
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制
忍
十
塁
歩
道
え
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た
め
、
記
事
業
や
文
化
ハ
ム
菌
、
憲
東
部
福
祉
会
露
な
ど
の
ム

マ
霊
童
が
い
ろ
も
療
の
込
ま
れ
て
い
る
。
皇
、
七
月
に
オ
ー
プ
ジ
す
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ぴ
わ
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廷
の
家
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管
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条
例
や
心
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害
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霊
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マ
:
昭
一
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圧
す
る
条
例
、
市
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の
楳
育
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等
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徴
収
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関
ず
お
揖
例
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部
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圧
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E
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C
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ム
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吉
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ζ
ζ
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議
決
吉
字
幅
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五
十
六
年
事
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〈
主
な
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を
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介
'kaE。
ム

が
な
く
ど
宮
、
で
た
と
て
重

区

見附色体育館

見目f台武道場

き ヰ 丹258(ニt)
午睡1時 -3時'30分

。ところ大野公民銘
・対象大野東部地区

直亙亙亙玄P!
4月288(火〉

き 5月15図(金〉
午 控7時 -9時3C分

。ところ中原公民館
・対象大野西部地区

担当市広報課広聴時

く〉と
顕童書町

諏訪密工会館

9時土手

~五時半

11時

-12時

朝親椙畿は市役所1暗の11醤の串ロマ行っています



E才E水地区3
4月15日 Cガ()16日仁木〉 松思IItI自治会

4月17日〈金)18日 C土〉 袖ヶ瞬間治会

4月初日(月〉 挑眠町自治会

41121日 びO 挑軒町自治会、八郵政自治

会

E富富士箆地IRJ
4!'l23日(京〉 桜ク丘自治会、草書士見平田T

内会

上平揮町内会

務仲町沼了内会

二盟会、包〉之竜住宅

柳町町内会

01区釘丁内会、二十四軒町呂

治 会

5月 113 (金)五区町内会

5月 2日 C土〉 三区町内会

5A6臼仁ガ() 中里町内会

5!'l7 [] (木〉 量豊原町内会

5月 8日〈金) 9日〈土〉 議室方自J位J内 金

5月11日 C月〉 重富士見町内金

官熊木の高誼栽 4月 (9時 20分~昔時30分〉 湘南地

主主造躍霊業者が子供たちの学留の一助とするため、各摂¢揺の

木を植樹する。今抵は岐阜構のイナイなど 5県白木を植者言。

会 樋 木 市 仁再望号時蒋コ 県下各市および近揮、の

植木屡さん 120活が参加して、それぞれの肢を出言。

古草花鉢物~D"官 3 臼罪者 C 車時~18時〉 生琵邸誌を

に、市内護者による訴物のR万ク官。

ぜで鰭の才自談皇室 []筒 E告時時〉 響から主主に7):lLJで
白笹木・草花の管耳去について、専門家が指持、助言する。

官槙範才古饗 3 間 平密接繋高校の生徒による模範花壌

を会場の 2tp所に設墜して、市民の巴を識しませてくれる。

女黒土配栴 4 月 30 缶、 5 月 1 日 (10時'~12時〉 先善般

に 1人当た白ピニーノレ袋Z杯の黒土を配布する。

会指木のセリ市 I 沼時~16詩〉 緑 化 ま つb撞

木市にと臼底した業者持ち寄bの結末老、セD務としてもらう。

台寄舗の苗木配布 4 月日仁13時~J5時〉 寄贈古れた

苗木を先着服に配布する。

古巣箱づく担教室 4 j寺 29臼く時~16時〉 ロ~夕立

ク タ プ 協jJによj)、児設、生徒、一般を対象に巣絡を伊る。

費用 3αα可。ノコギv、カナツ?を汚君主すると便L利。
会才主の種子配布 3 白鶴〈草持~J2時コ ライオンズクラ

ブ協力により、先脅臓に花白種子を配布する。

会諜林コーナー 3 怒薦書く!器時~16持〉 森林のはたらさ

をパホノレにして紹介する白
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用

4月24R(金〉

4月256(土〉

4月27日 C月〉

4月28臼〈ゾ0
4月30日 ι木〕

9 : 30~J 1 : 30 

金日公民館

大神市本神社

全 111公民館

tU京"社協1
町村八坂神社

棋院]公民館

会館

平器保健所

;rr;ガ〈企ミ長5倉吉
四之宮北!旬開音堂

幸町月見町.01'環

大野公民館

j自公民館

^.~公罰貧富
なでしこ会館

徳 延 神 社

中原公民轄

平器保陵

4 
4シ 16[1

4シ 17i1
4シ 1811

v 20日

夕 21日
夕 22日

夕 23日

夕 24臼

タ 256
9 27日
夕 2gB
4シ 30日

5tl1日

"臼

" 6日
夕 7日

夕 9Iヨ

観光パスで市の施設を見で回るも施設見学会、

を今年度も行弘見学を希望さ れる団体は、早め

に申し込みを。

なお、新規主主誌を優先するので、

た方は、なるべくむ遠慮いただきたいa

は抱せんする。

するので、

0蕊な5軍事機所大神構掃押業場、車巨大cみ破酔

処護詰語、探健セジ占}、競輪場、消防融合部隊

場、銀圏、措設fr品館など

o褐い告わせ発市広報課広報係寵諮23-1111
内 融314

会石油スト」ブはを完全に抜器取って百〉

ら出す。

食茶わん、 E豆、植木鉢等のタズはダンボール

または丈夫な袋に入れて出T。

合長い木幹莞時立、 1-5メ}トノレ以下り長さに

切って出ナ。ただし、新築、増鋳帯』こ掠る

ものは、宮警け語った議議にその死4云在世頼

していただきたい白
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パ〆ミントン、衰のごラケッ"， sノャトノし、
ポーノレは各問痔事とする p

怒 〈見〉午後?雲寺~号待

11お(発〉グ

}雪ぉ Ol)グ
i謹動小コ〈上ばき3と獲量訪のでき

る線装勺官接ずるζ と。

主盟主語 体背重要 護霊薬事お告

5月 第 8i，-JJ婦人呪球大会

Fl26日 部 1 ゲ--でーノレ大会

6月 5 m30~'3jF行?にハイヨグ

6 fjj4刊 写6 込で主てコり

7n~9 婦人拡J]づくり主主主

7 ))2511--28討 法タ球式虫

SJllm 明日少少女7](北大会

8JJ30lj----9JH3日 出 30l"]ι初出出向宵六会

9 J129fl 蛸人テニス、 ナメント

10) j ナイターソフ ミ ノレ六《

10n 、~ 12) J ト¥/.J代ノ二jくの又完

10i318fl 入ィレ、/ぐ、f三
1む人ノ :ン…ぷ /〆式会

!lJゴ1U 火グ);hl(-ノ¥イ子ング

llJJ15U パイァj少 M マラ、ノジペ会

11 JJ22日----29[-] 笥 18日ソ体子大会

!l月30il~12)J 4. t] 社交ヌン rス;ん
12111311 少 q マラソン六会

1 n~，- 人体JJ づく 01;\ぐ千

l}J10fl 第 28川市内一山駅fム大会

ln17fJ 諮 21削岩内日式会

1刀 24け !J例少年マクJノン大会

2 世需品手をたたえる提い

2月，5fl.--....， 8 fl 揺3O[吐市1'-'スキ 議沼会

FJ21日 )]WiJ少年マラソン大会

3FJ7fi 第 2沼崎雄ランニYグ

3}J14U 第泣い]少年マラジン大会
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平援と大111
平塩観光歳時記

平現白自然を訪ねてE
松田町古文書所在日録

学 校 基 本調査報告書昭和55年度

平 塚 市 多企議員便覧昭和54賠

r~~{有地医民部主芸能大会

神奈川自然誌資料

大開の今TJ' 2 
平塚と高山樗牛

ilIJff脚 本詫 1980 
市民生活 ガイド平援

湯河原吃田f指定文化財第 1築

小限原市行政資料目録 No.1 
文化財資料館資料目録

関書の部第 2築

商業統計調査U結束報告 羽目和54賠
新ふ]六竹遺跡謁査¢概要

~ø_@跡謁査白純要

寺尾遺跡調査の概要

柄慌市高速2号締域統文化財試掘報

行者

中島実榔殿と徳111家離

ひらつか七夕30却のあゆみ

学校区銃器昭和54年度

樹木の抗f'{;lWJ東灘査報告欝

間不日54母度

間11'沼地はにおける地執特性課題研究

報白書

凶之宮下ノ郷調査概報

j出の品助み

神奈川年鑑 1981 
鎌京j=~Ff-文壕資料

ノム白原文!芽{6 小田原の刀剣

ノjぜ百原文:m主7 i立役小国原ものがた

D 
IJ、白原文蝿8 北原由献と私

小田線文庫9 小田原評定

小田原文趨10 自我兄弟

/J、泊康:幻宅11 大久探忠世 a足リ韓

小田原文滞12 小問原の'f1腎

藤沢文聞 5 白で見る藤沢の歴史

6 
かながわ風土記

阪 3耳苦番考室にある郷土誌白新器開

書です。民し出しはいたしません

ので参考察でむ利用ください。

-対象青年15人
.トロYボーン帯損器は持参参する。

。休館日 毎i麗月曜日、 4Jl29日、 5月 3臼

5月 6日
古青少革金摺浅間町12-41犠話32-7029

すこども狭E罰金
会 4月26日 〈日)1田帯、 14時

f努王」 カラ」・アニメ」ショ Y75分
大雪山の大自然を舞台にく!Jひろげられる

狼の子穿王と片包のヒグマの宿命の犬、花実/

牧場の娘早混と由、心あたたまる動物愛の

駒言語。原作・戸111幸夫

官 5月10臼 C臼)10時、 14時
fがんばれfぼくらのヒットエンドランJ

力クーアニメ 71分
ひたすら野球の好告な10入の仲間。打つで

も守ってもドジばtJlt /でも仲間といる時が

一番いいんだ。汗と涙と笑いの感動のプニメ

」ショジ。

女王ま録穣え

53年度に登録された方〈利用券に53、54、
55の 3年度分の日]がうたれている〉は、 3月

いっぱいで有効期限が切れるので、 4月以降

登録替えをf

54、55年度に登録された方は、住所を犠認

したうえで56の印をうち、そのまま間じ利用

静でと利用者。

官障害賠時間

O貸出窓・番考室".学寝室芭 宮時~16時5C 分

。こども婆火~土曜臼 13時~16時50分
日曜日 9 時~16時50分

台休輯毘 空亘圏月曜呂、毎月見来、 4月29日

E水〉、 5月 3臼〈日コ、 58 (ゾ~)

会図書書館 干254浅間前12-41噂話31-Q415

*:;ヨ仏を書官べる会
市内の石仏を調べる。 5月から 1年をとお

して行う。ふるってと塾加者。

・とき 毎月第2、第 4土曜日午後2時から

4時まで
勾ー閥均胎 5J']9 R'H愛2時から 4 女子どもの留学教窓
時まで。博物館講堂で行う。 一一一習字のま基本技能を身{こっ廿ょう一一一

・申し込み 4Jl25日までに往復はがきで博 とき 5 FJ 2 臼 ~9 月四日毎月第1.2. 3と
曜日午後2時から 4時まで。物館へ。
対室長 小今叫史3、 4年 生20人を対象。

女体験学袈Na53草木滋び } ・申し込み 4月25日までに往復はがきの返

古〈から伝わっている草や京を使った遊び 信用に住所、氏名を記入のうえ習少母会館

を体験してみよう。 へ申し込む。教材費は日己負担。

・と君 5月12日〈火〉午前9時.30分から11 *ふるさとの.!i;';慈教護

時3C分まで。 東北地方の民濁空中Jむに歌の指導をする。

場所金釘潟辺 盆とき 5Jl12 泊~7 月28日毎週火曜日午後
由し込み 5月 2日までに往復はがきで博 6時3C分から 8時30分。
物館ヘ。定員20人。対象青年、一般20人

会主霊をJ!る会 議主主を克ょう J 背焚術教室デッサンコース

今回は、金回公民館で木星と土星を観察す ! 石 ζ うデアヨナンの話器症からf畠き方、昆方、

る。盆参加希望の方はと自由に。委参加される方 j味わい方を学ぶ。

は、壁接公民部手へお出かけを。 ・とき 5 Jl 12臼~ 6 Jl30日袋古屋火曜日午後

・とき 5 Jl15臼 E金〉午後6時から8時ま 6時30分からB時30分まで。

で。なお雨天重量天でも行う。 対象 青年、一般20人

*ブラネ17ザウム療関Iiik木炭、デ;;>-lj-Y用紙等教討費は自己負担。

ギワシヤ神話由直人たち ゼウス侶誕生 ，託金管楽器数湾中級編
プラホタ]}!Yム慈の揖白天文情報コ}ナ ! 金管諜器のアンサンブル苦楽しもう。そし

に、プラホタ!J!Yム投影で使われているスラ!て琶のハーモニ』で仲間をつ〈ろう。

イド由原簡を援示ナる。 ・とき 5 月 13 日 ~7 月 1 臼毎週水曜日午按
・と吉 4月 1日から4月初日まで。 6時3回全から8時3日づままで。

合ツバメを調べよう
←一一誠蓑協力者を罫謹一一一

平域にEとんでいるこYパメの種類と損の数な

どをみんなで調べてみたい白で調査協力者を

募集する。調査は、各自 1師四方のほ墳を分

拐し、 Yパメの巣白isl:t習を説ベる旬

-打ち合わせ 5 月 2 日午懐 2時~4時

，調変 5R3日から318の簡に、各白書日告

白よい尽に 1~2 日間調査

・まとめ 6 月 6 日午後 2 時~4時

・申し込みれ復はがきで4月25臼までに博

物館へ。ただし、小学校4a主主以下は、父

兄が調査を苧伝って〈ださる方。

1なこと濯観察会

a とき 5月 9[1 タンポポ調べ

とき 5n23日 高F主主uo季節むよみ

・申し込み 接加希望者は、返信用切才一60内
在同封して、封書で申し込んでいただきた

い。参加案内を送るa なお、案内は博物館

受り付けでも配布している。

女自然綴察会

初衰の浦j)]をたずねて一一

・とき 5月31日〈白〉午前9時から午後3
時まで。雨天中止

舟場所 大磯、照ヶ崎海岸付近

，テーマ磯の動物、娘タ輔の地開園

・申し込み 5 Jljo日までに往復はがきで博

物館へ。多数の場合は抽せんで30人。

会体験学習Na52タコを作ろう

ーとき 4月19日正日〉午前9時.30分から中

後 4時まで。

・申し込み客車話で博物館へ問い合わせを。

多い場合は摘せんで20.人。
・対象小学生5年生以上



援会場開鍵センタ・ー

関受付時間午控 1 時~2時

豊富持書するも白 母子健康手帳、筆

記用具

4 月 16 日 54母10月 1 日 ~31B生

5月148 54年 11月 1日 ~308 主主

生{愛知か月から12か月末備の赤ち

ゃんが受ける健診。くわしいζ とは

平塩開健所 (32~OI30) へ。

覇軍場所保母セYタ }

時間午接 1 時~2時

緩母子{嘩鹿手慢をお持ちを。

[3か男児1
5月 68 56$1月 1B~10日生
5月初日 56年 1 月 11 日 ~20日生

5 R27日 56年 1 月 21 臼 ~31 日生

[3揖児1

5月 7臼 53年 3 Fl l 日 ~10 ，守主主

5月21日 53'年 3月lHl---20fl生
5月初日 53年 3月21日-31日生

ん
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
課
へ

5月13訂中原公民館

京間蹄約会長議官

金回公民館

~ 14E1 神田公民館

民金田公箆鰐

荒城島公民館

l' 15日保健セYタ-

E次回は10月の予定〉

来小児マヒ主主ヲクチンは、なるべ〈

生後3か月から繍 2描までに受けよ

う。

とうしんや

藤普也ちゃん
会平器市中原 2TEl2:ヲ 30 共立

商事選滋昭にお勤めの佐藤和幸さ

ん (25読)と初子さん (23輯〉の

長男。現ぞ王 6か月半で悼重 9kg、

身長75c掴、 55母 9汚25日生まれ。

4月15日が結婚記念日なので、

普也君の記念にと応募した佐藤さ

んと夫揮は宮城県町出身だ。ノむて

と一緒におふろに入るのカ咲子きな

普也君は、何でもよく食べ、ミル

クをいつも 2本散む大章。人見知

!lのしないあいそうのよいこe

毎月翼施している。受けやすい会

溺で受けていただきたい。

重富鮪 1朔 3翻受ける

回封書長 2畿(24カミ月〉から4歳 (48
1o>)'Dまで由幼児。なお、接種間練

は 2回 3屈とも 3週間から 8灘間e

露覇構霊鶏 1慰雪量廿る

ー対韓第1錦町3回目fl'終わって

から 1年以上1年 6か月以内由競閣

に受ける。なお、第1綴を早めに受

けて、第2期もなるべ<4緩までに

終了するようにしていただきたい。

[4月1
22B 福祉会館、鑓保全館、

旭公民館

23日 大野公民館、横内臼地襲会場

民量豊田公民館

24日保健センタ」

》夜中央農協土沢支所

華麗封書裂 接種2当臼に満12か月を緩渇

して72か月;未満白幼児。生後18か月

10'ら36か月の聞に受けるのが一番よ

いD

車覇接種方法 開業民・病続で年間(

7 目 8月を除く〉を通じて接種でき

る。接種臼は医師とと相談を。 E究員'1
として主治践で受ける。

路 料 金期料

霊童持署するもの 母子短策手と幌、保

険富E

青年教室は、働〈あなたがその樹般に

生活技捕や趣味教聾などを高める「学習

と仲間づ<1)のひろばJです。

コース案内 ①茶道学級

③毛筆学紐 @ベY宇学組

⑤写真学級〈主苧工芸学級

① lレタ旦エーショ>'1)

。期間 56牢 5月-57年 2PE腫l回

く〉費鴇市内に在住在勤の勤労青佳男女

18揖-25緩までの方

。申し込み 5月 9臼までに申込醤 E青
少年課にある〉を青少母課~電話23~
1111円融505

お母寄!llこ豊かで描しい毎臼を送っていた

だくために、福祉品館では趣味の講箆の受講

生を募聾している。初心者も大歓現。

お気軽にむ重参加を。

。揖 棉市内在住60歳以上白方。

。 申 し込み福祉会館へ簿話33--2333か
はがき仁干254 平壇市i畠分 1~43) で申し

込みを。

。受付期間 4月初日からお臼まで。

なお原則として 1人 1コース、先着Ii目。

く〉コース

1、
2、
3、

i: 
f: 

151 
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を
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茶
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町一一一一一時一一一一一…一一一一…J 寄せられ、 f二紙樹立、 A'闘の 詮議事斜線へ〈審議31--ll429)

う
軒
町
ち
が
向
く
、
年
齢
以
L
しに

お
と
な
扱
い
し
て
い
た
よ
吋
つ
に
思

う
。
お
ん
ぶ
や
お
っ
ζ
も
あ
ま
り

し
な
か
っ
た
L
ゃ
っ
仁
川
砧
う
。
夏
休

み
し
入
っ
て
長
め
を
休
み
、
抱
っ

こ
や
お
ん
点
ゐ
大
切
さ
を
改
め
て

一
出
じ
た
。
引
は
山
中
以
求
し
で
も
は
ね

コ
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
か

要
求
し
人
か
っ
た
戸
、
今
は
と
て

も
H
5へ
門
か
わ
い
さ
』
も
前
と

ッ
ク
し
た
り
立
の
子
日
よ
か
ら
つ
は
逢
う
よ
三
ノ
な
誌
が
す
る
。
昨
日

き
辞
ζ

そ
う
と
し
た
hu
と
九
日
続
も
私
が
勤
め
か
良
附
る
と
、
設
3

が
依
し
ぐ
、
校
友
け
も
v一
ち
か
い
ら
し
く
カ
バ
ン
が
え
も
ん
ζ
長
い

て
打
力
唆
三
は
と
乙
市
じ
て
い
ま
て
あ

q
う
れ
し
く
忠

ζ
。
五

す
。
先
月
一
立
川
一
祭
一
い
い
芦
か
は
警
告
て
い
た
の
手
え
に

せ
て
も
仏
間
h
v
v
加
え
て
も
、
そ
の
出
て
み
λ
王
、
向
ζ
う
か
ら
瓦
が

mmm
山
D
で
ち
つ
に
己
主
二
一
一
千
一
一
手
銀
け
て
来
る
む
が
見
え

一

一

:

二

一

一

一

b
E均

く
な

P

子
一
一
行
片
一
に
咋
ふ
ノ
又
一
[
門
た
。
「
お
母
さ
ん
来
て

な
っ
て
し
少
い
も
「
ど
ん
続
ヤ
当
イ
ず
掛
く
れ
て
ぶ
か
っ
た
f
」

ー
が
し
、
モ
ん
な
五
者
二
一
一
戸
軍
高
言
す
っ
げ
て
抱

J

二
弓
私
一
当
者
仕

も
お
ぼ
さ
ん
と
品
い
約
二
ー
ヰ
ぷ
ふ
ポ
引
き
つ
い
て
き
て
た
。
と
て

め
て
笠
句
、
認
の
務
~
ぷ
或
は
も
去
し
く
て
「
霊

視
引
力
の
か
い
が
あ
り
、
一
子
j
司
一
一
6
7
q

さ
ん
に
内
鰭
友
誼
ま
で

す
っ
か
り
い
い
/
寸
に
な
D
ま
し
た
お
ん
ぶ
し
て
逗
U
る
よ
。
」
と
一
回

以
下
は
K
担
引
が
落
ち
一
位
索
、
始
め
た
然
に
F
一
一
日
え
だ
按
玄
卓
弔
え
る
レ
鼠

加
の
お
ほ
さ
ん
の
ζ
と
は
で
す
。
は
ゆ
く
も
思
う
が
、
小
さ
い
頃
に

肘
初
は
一
瓦
に
教
え
込
ま
ね
ば
や
ら
な
か
っ
た
ん
だ
ー
か
ら
や
一
ら
Z

な
ら
な
い
」
と
い
う
先
持
ち
が
強
〈
て
は
い
け
な
い
と
思
5
0
今
で

か
っ
た
が
、
乙
乙
で
い
ろ
い
ろ
一
な
は
、
五
の
ち
ょ
っ
と
じ
た
し
ぐ
吉

誌
を
し
て
い
〈
中
で
、
「
五
は
斗
か
ら
豆
の
気
持
ち
が
同
然
に
伝
わ

ま
で
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
く
る
よ
五
つ
に
な
っ
た
図

舎をE責務浅草よ


	マルチ 145
	マルチ 146
	マルチ 147
	マルチ 148
	マルチ 149
	マルチ 150
	マルチ 151
	マルチ 152

